
議会だより
６月定例会 No.148

令和元年７月 19日

町花：山百合

国民健康保険税　４年連続で引き下げ  ����� ２

可決した主な予算��������������� ３

一般質問：交流人口拡大など６議員が12問 ��� ８

追跡レポート：防災行政無線のデジタル化 ���� 15

家族で力を合わせて頑張れ！
（古殿小運動会５月18日）
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Q 

国
保
税
の
上
限
、
課
税

限
度
額
は
い
く
ら
か
。

A 

医
療
給
付
費
分
は
３
万

円
引
き
上
が
り
61
万
円
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
は
19
万

円
、
介
護
納
付
金
分
は
16
万

円
で
、
総
額
で
96
万
円
に
な

り
ま
す
。

Q 

所
得
の
額
に
よ
っ
て
負

担
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
保
険
料
の
納
付
額
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
か
。

６ 月 定 例 会

　
６
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
13
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
を
始
め
、

使
用
料
を
改
正
す
る
条
例
や
、
追
加
議
案
で
工
事
請
負
契
約

の
締
結
を
含
む
11
議
案
が
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
、
13
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

Q 

限
度
額
の
課
税
を
さ
れ

て
い
る
町
民
の
方
は
い
る
の

か
。A 

令
和
元
年
度
の
試
算
段

階
で
、
医
療
給
付
費
分
の
該

当
世
帯
が
３
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

A 

４
３
０
万
円
程
度
の
減

収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

国民健康保険税４年連続で引き下げ

疑
質 　

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
改
正
。

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
を
行
う
も
の
。

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

※ 

世
帯
構
成
や
所
得
の
状
況

に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

昨年（平成30年度）
１人あたり保険税
平均11万2,894円

今年（令和元年度）
１人あたり保険税

平均９万8,850円

１万4,044円の引き下げ

介護保険料の所得段階
１段階
２段階
３段階
４段階
５段階
６段階
７段階
８段階
９段階

本人が住民税を
課税されている

本人が住民税非課税
で、世帯に課税者が
いる場合

新たに減免の対象と
なる区分

世帯全員が非課税者
さらに軽減される区分

国保税
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Q 

歳
入
の
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担
金
増

額
の
具
体
的
な
内
容
は
。

A 

介
護
保
険
料
の
軽
減
拡
大
に
よ
る
保
険
料

減
額
分
の
補
填
で
、
国
は
２
分
の
１
、
県
と
町

が
４
分
の
１
ず
つ
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

Q 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
対
象
と
な

る
方
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A 

約
８
０
０
人
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
非
課

税
の
方
が
７
２
０
人
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
主

が
70
人
で
試
算
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
古
殿
町
一
般
会
計

第
一
次
補
正
予
算

審
議
議
案

Q 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
増
税
の
た
め
、
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯

を
保
護
す
る
国
１
０
０
％
の
補
助
か
。

A 

財
源
は
国
が
１
０
０
％
補
填
し
ま
す
。
消

費
税
増
税
に
よ
る
負
担
の
緩
和
と
、
地
域
の
消

費
活
性
化
の
ふ
た
つ
の
目
的
で
す
。

Q 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
申
請
し
な
か
っ

た
方
に
対
す
る
周
知
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。A 

申
請
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
文
書
を
送
り

最
終
的
に
は
電
話
で
話
を
し
ま
す
。

一般会計補正予算1,043万円の増額を可決
プレミアム付商品券事業の補助金など

自治功労で表彰

可
決
し
た
主
な
予
算

　地方自治の発展に功労があったとして、福島県町村
議会議長会長より（左から）佐川勇司、矢内泰吉、佐
藤弘信各議員が自治功労者の表彰を受け、６月議会開
会前に伝達が行われました。

疑
質

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
３
万
５
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
50
億
１
８
４
３
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
関
係
補
助
金
４
６

０
万
７
千
円
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費
補
助
金

３
４
２
万
千
円
の
増
額
、
歳
出
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
販
売
委
託
料
な
ど
４
６
０
万
７
千
円
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
２
３
６
万
６
千

円
が
主
な
も
の
。

全
員
賛
成

採
決

可
決

プレミアム付商品券の購入対象者
○2019年度の住民税非課税者
○�2016.4.2～2019.9.30に生まれた子が属
する世帯の世帯主。

制度の概要
○�２万5,000円分の「やぶさめ商品券」が
　２万円で購入できます。
※�分割で購入できます。（5,000円分の商品
券を4,000円で購入可能）
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可決した主な条例 （消費税関連）

◎
古
殿
町
農
業
集
落
多
目
的
集
会
施
設
条
例

◎
古
殿
町
高
房
青
少
年
自
然
の
家
条
例

◎
古
殿
町
民
水
泳
プ
ー
ル
条
例

　

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
使
用

料
の
額
等
に
つ
い
て
の
改
定
。

使
用
料
等
の
改
正

審
議
議
案

　
私
は
消
費
税
率
10
％
の
増
税
に
反
対
す
る
立
場

で
す
。
使
用
料
は
徴
収
を
し
て
も
国
に
納
め
る
義

務
は
な
く
、
使
用
料
を
上
げ
な
け
れ
ば
住
民
の
負

担
の
軽
減
に
な
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
消
費
税
率
は
令
和
元
年
10
月
に
10
％
に
引
き
上

げ
る
法
律
が
既
に
可
決
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
る
使
用
料
の
改
正
は
妥
当

で
あ
る
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。 緑

川
栄
一 

議
員

賛
成

論
討

賛
成 

１０

反
対 

1

採
決

可
決

◎�

令
和
２
年
度
及
び
復
興
・
創
生
期

間
後
も
国
の
「
被
災
児
童
生
徒
就

学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
被
災

児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　
　
発
議
者　
　
緑
川　
栄
一　
議
員

　
　
賛
成
者　
　
鈴
木　
一
郎　
議
員

　
　

 

外
４
名

◎�
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書

　
　
発
議
者　
　
緑
川　
栄
一　
議
員

　
　
賛
成
者　
　
鈴
木　
一
郎　
議
員

　
　

 

外
４
名

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

提
出
し
た
意
見
書

◎�

古
殿
町
鎌
田
字
明
内
地
区
へ
町
上
水

道
本
管
の
布
設
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
請
願
者　
　
鎌
田
明
内
班
長

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
内　
篤

　
　
　
紹
介
議
員　
野
崎　
喜
彦 

議
員

請
願
の
採
択

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告　
不
採
択
に
対
し
て

　
明
内
地
区
の
７
軒
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
根
幹

に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
早
急
な
解
決

を
求
め
て
い
く
の
が
当
然
の
こ
と
で
す
。
お
金

が
か
か
る
、
短
期
間
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
も
地
区
の
皆
さ
ん
は
承
知
し
て
お
り
、
無

理
難
題
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
か
ら

反
対
し
ま
す
。 野

崎　
喜
彦 

議
員

不
採
択
に

反
対

　
現
在
、
明
内
地
区
に
は
町
の
給
水
管
が
布
設

さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
給
水
加
盟
申
請
を
行
い
、

生
活
用
水
に
利
用
で
き
る
か
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
生
活
用
水
に
不
自

由
を
来
す
際
は
町
が
対
応
す
る
の
で
、
さ
ら
に

地
区
民
と
協
議
を
し
て
早
期
解
決
を
望
む
も
の

で
あ
り
、
委
員
会
採
択
を
支
持
し
ま
す
。

審
査
の
結
果

不
採
択

佐
藤　
弘
信 

議
員

不
採
択
に

賛
成
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古
殿
小
学
校
、
古
殿
中
学
校
、
女
性
・

若
者
等
活
動
促
進
施
設
空
調
設
備
工
事

　
契
約
金
額　
８
６
４
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
福
島
県
郡
山
市
愛
宕
町
３
番
５
号

 　
（
株
）
石
田
工
業
所

　
代
表
取
締
役
社
長　
小
林　
直
樹

審
議
議
案 学
校
等
の
空
調
工
事
な
ど

追
加
議
案

　
５
月
21
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で
は

高
齢
者
居
住
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置

事
業
計
画
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
の
経
過
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
高
齢
者
居
住
施
設
基
本
構
想
・
計
画

策
定
業
務
に
つ
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

高齢者居住施設について協議
全員協議会

高齢者福祉への活用が期待される旧鎌田小学校跡地

Q 

必
要
な
す
べ
て
の
空
調
設
備
が
整
う
の
か
。

A 

過
去
に
２
回
ほ
ど
空
調
設
備
工
事
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
、
先
生
が
活
動
す
る
と

こ
ろ
は
今
回
で
完
備
と
な
り
ま
す
。

Q 

工
期
が
令
和
元
年
12
月
13
日
と
な
っ
て
い

る
が
、
７
月
や
８
月
中
に
で
き
る
可
能
性
は
な

い
の
か
。

A 

契
約
に
な
っ
て
か
ら
の
協
議
と
な
り
ま
す

が
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
達
で
全
国
的
に
空

調
設
備
の
工
事
が
間
も
な
く
一
斉
に
始
ま
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
本
町
は
県
内
で
も
早
い
の
で

暑
い
時
期
に
間
に
合
わ
せ
る
形
で
工
事
完
了
を

行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

疑
質

　
道
路
改
良
工
事
（
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
）
町
道
竹
貫
田
い
わ
き
線

　
契
約
金
額　
６
０
２
６
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
古
殿
町
大
字
山
上
字
宮
前
17
番
地

　
（
株
）
三
森
建
設

　
代
表
取
締
役　
三
森　
理
有

審
議
議
案

Q 

起
点
と
終
点
は
ど
こ
か
。

A 

芝
山
の
入
口
手
前
部
分
か
ら
、
い
わ
き
境

の
部
分
に
な
り
ま
す
。

Q 

こ
れ
ま
で
も
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
た
が

そ
の
継
続
で
い
わ
き
ま
で
改
良
す
る
の
か
、

ま
っ
た
く
別
の
路
線
な
の
か
。

A 

継
続
し
て
い
た
工
事
の
部
分
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

疑
質
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常任委員会の活動
　
総
務
常
任
委
員
会
は
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
を
現
地

視
察
し
、
ご
み
処
理
施
設
と
、
し
尿
処
理
施
設
の
設
備
改
良
工

事
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、「
新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
請
願
と
し
て
提
出
さ
れ
た
鎌
田

地
区
明
内
地
内
の
水
道
管
や
防
火
水
槽
な
ど
を
現
地
視
察
し
ま

し
た
。

　
現
地
視
察
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願
を
審
議
し
、
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

ごみ処理施設の現地視察

配水管の現況を確認

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
を

現
地
視
察

町
簡
易
水
道
配
水
管
を
確
認

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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専決された補正予算
会　　計　　区　　分 補  正  額 補正後の予算額 採　決

平成30年度一般会計第５次補正予算 5,013万 5,000円 44億 5,616万 8,000 円

全
　
　
員
　
　
賛
　
　
成

平成30年度国民健康保険特別会計第５次補正予算 732万円 5億9,184万円

平成30年度簡易水道特別会計第４次補正予算 △698万 6,000円 1億 2,441万円

平成30年度農業集落排水事業特別会計第４次補正予算 △110万円 8,489万4,000円

平成30年度林業集落排水事業特別会計第３次補正予算 △45万2,000円 2,195万 6,000円

平成30年度介護保険特別会計第４次補正予算 △46万6,000円 7億 4,257万円

平成30年度後期高齢者医療特別会計第２次補正予算 △711万 8,000円 5,751万 2,000円

 

臨  

時  

会

 

臨  

時  

会

　
第
１
回
臨
時
会
は
５
月
21
日
に
開
か
れ
、
３
月

31
日
付
け
で
専
決
処
分
さ
れ
た
議
案
を
含
む
10
件

が
提
出
さ
れ
、
税
条
例
等
の
一
部
改
正
の
ほ
か
各

会
計
の
補
正
予
算
、
古
殿
町
課
設
置
条
例
の
全
部

改
正
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
町
長
５
期
目
の
初
議
会
と
な
り
「
初
心
に

帰
り
、
町
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た
町
政
運
営

に
努
め
、
町
勢
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
全
力
を

尽
く
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
は
７
月
３
日
に
開
か
れ

町
民
憩
い
の
森
公
園
の
遊
具
を
購
入
す
る

た
め
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
１
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

古
殿
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

○ 

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
消
費
税
率
10
％
が
適

用
さ
れ
る
住
宅
取
得
の
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
を

控
除
で
き
る
期
間
が
10
年
か
ら
13
年
に
延
長
。

古
殿
町
課
設
置
条
例
の
全
部
改
正

○
令
和
元
年
６
月
１
日
よ
り

　
「
生
活
福
祉
課
」
→
「
健
康
福
祉
課
」
に
改
め
、

　
「
生
活
福
祉
課
」
で
担
当
し
て
い
た
業
務
を
そ

れ
ぞ
れ
総
務
課
、
産
業
振
興
課
、
地
域
整
備
課
に

移
管
。 可

決
さ
れ
た
主
な
条
例
等

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

憩
い
の
森
公
園
に
遊
具
を
設
置

第１回

第2回町
民
憩
い
の
森
公
園
遊
具

　
取
得
金
額　
７
８
３
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
石
川
郡
石
川
町
字
南
町
51
番
地
の
１

　
有
限
会
社　
ヤ
マ
ザ
キ

　
代
表
取
締
役　
山
崎　
光
一

Q 

複
合
遊
具
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

A 

幅
が
約
10
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
が
８
メ
ー
ト
ル

の
施
設
で
す
。
滑
り
台
が
二
つ
、
ら
せ
ん
に
な
っ
て

い
る
ネ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
ラ
ダ
ー
、
小
枝
わ
た
り
の
あ

る
施
設
で
す
。

Q 

工
事
費
は
込
み
な
の
か
。

A 

取
り
付
け
工
事
費
込
み
の
金
額
で
す
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

審
議
議
案疑

質
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一 般 質 問一 般 質 問

　
一
般
質
問
は
、
６
月
12
日
に
６
人
の
議
員
が
12
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

野崎　喜彦　議員  ��������� ９
⑴　 防災・減災への取り組みについて
⑵　空き家対策の推進について

緑川　栄一　議員  ���������10
⑴　交流人口拡大と観光の創生は
⑵　 高齢者福祉施設等の整備計画は

藁谷　直吉　議員  ���������11
⑴　 町の定住人口及び交流人口拡大について
⑵　林業の活性化について

岡部　淳一　議員  ���������12
⑴　 今後10年のまちづくり、考え方と方向性に

ついて
⑵　町民から寄せられた声
⑶　 町民にとっての日常生活安全意識と危機管理

の在り方

佐藤　弘信　議員  ���������13
⑴　 第７次古殿町振興計画の策定について
⑵　防災行政無線の運用について

佐川　勇司　議員  ���������14
⑴　ふるさと回帰支援センターの活用について

町政を質す
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一 般 質 問一 般 質 問

「
古
殿
町
地
域
防
災
計
画
」

の
中
に
ど
の
よ
う
に
盛
り
込

む
の
か
。

町
長　
避
難
決
定
の
基
準
を

精
査
し
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

野
崎　
避
難
準
備
・
勧
告
・

指
示
の
基
準
と
そ
の
情
報
源

は
何
か
。

町
長　
洪
水
警
報
、
氾
濫
警

戒
情
報
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３

で
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
避

難
開
始
」、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、
氾
濫
危
険
情
報
は
警

戒
レ
ベ
ル
４
相
当
の
情
報
と

し
て
「
避
難
勧
告
」「
避
難

指
示
」
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

野
崎　
「
古
殿
町
地
域
防
災

防
災
・
減
災
へ
の
取
組
み
は

空
き
家
対
策
の
推
進
は

避
難
決
定
の
基
準
を
見
直
す

空
き
家
の
調
査
を
実
施
す
る町

長

町
長 野

の
崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
国
で
は
、
昨
年
７
月
の
西

日
本
で
発
生
し
た
豪
雨
で
の

教
訓
を
踏
ま
え
て
、
危
険
度

に
応
じ
て
自
治
体
や
防
災
機

関
が
防
災
情
報
を
１
か
ら
５

ま
で
の
５
段
階
表
示
す
る
新

し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
大

雨
・
洪
水
警
戒
レ
ベ
ル
」
を

発
表
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
避
難
を
促
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

野
崎　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
周
知
の
方
法
は
。

町
長　
広
報
ふ
る
ど
の
７
月

号
や
消
防
・
防
犯
等
の
会
議

で
も
説
明
し
ま
す
。

野
崎　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
よ
り
、
全
国

的
に
空
き
家
の
増
加
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
中
、「
空
家

等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
平

成
27
年
２
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
管
理

不
全
な
空
き
家
の
場
合
、
自

治
体
に
よ
る
敷
地
立
ち
入
り

調
査
や
個
人
情
報
の
取
得
が

計
画
」
の
「
要
配
慮
者
対

策
」
で
、
災
害
情
報
伝
達
、

避
難
行
動
に
つ
い
て
の
対
応

策
は
。

し
易
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
た
な
空
き
家
が

増
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る

が
、
有
効
な
行
政
指
導
等
に

つ
い
て
方
策
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

野
崎　
空
き
家
の
実
態
調
査

は
実
施
し
た
の
か
。

町
長　
区
長
を
通
じ
実
施
し

た
経
緯
は
あ
り
ま
す
。

野
崎　
「
特
定
空
家
」
の
指

定
は
あ
る
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

野
崎　
空
き
家
の
利
活
用
の

方
策
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
空
き
家
の
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

野
崎　
「
管
理
不
全
な
空
き

家
」
を
出
さ
な
い
た
め
の
方

策
は
。

町
長　
具
体
的
な
方
策
は
あ

り
ま
せ
ん
。

野
崎　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

創
設
の
考
え
は
。

町
長　
空
き
家
調
査
を
実
施

し
、
活
用
で
き
る
物
件
が
あ

れ
ば
取
り
組
み
ま
す
。

町
長　
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
記
載
策
定
を
し
て
い

ま
す
。

町内に設置された危機管理型水位計

空き家の有効な活用が求められる町内

野
崎　
「
ラ
ジ
オ
の
中
継
局
」

開
設
の
進
捗
は
。

町
長　
有
効
性
を
検
討
し
ま

す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

　
岡
部
町
政
５
期
目
の
公
約

と
し
て
、
五
つ
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
ら
れ
、
豊

か
な
心
を
持
つ
人
づ
く
り
、

健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る

く
ら
し
づ
く
り
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
、
自
然
の

恵
み
を
生
か
し
た
産
業
づ
く

り
、
新
た
な
地
方
を
担
う
体

制
づ
く
り
等
が
実
行
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
交
流
人
口
の
拡

大
・
観
光
創
生
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

交
流
人
口
拡
大
と
観
光
の
創
生
は

地
域
の
伝
統
文
化
や
地
域
の
宝

の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す

町
長

緑
川　
自
然
の
恵
み
を
生
か

し
た
産
業
づ
く
り
の
具
体
案

は
。

町
長　
産
業
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
農
林
業
お
よ
び
商
工

業
・
観
光
の
振
興
が
柱
で
あ

り
ま
す
が
、
観
光
面
に
特
化

す
れ
ば
、
古
殿
八
幡
神
社
の

流
鏑
馬
・
笠
懸
、
越
代
の
サ

ク
ラ
等
の
地
域
の
伝
統
文
化

や
地
域
の
宝
の
情
報
発
信
、

こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢

都
市
圏
等
を
活
用
し
た
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
応
、
道
の

駅
ふ
る
ど
の
を
中
心
と
し
た

特
産
品
の
販
売
に
力
を
注
ぐ

考
え
で
す
。

緑
川　
町
の
観
光
誘
客
を
図

る
た
め
、
旅
行
代
理
店
等
へ

の
Ｐ
Ｒ
は
、
な
に
を
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

町
長　
県
が
行
う
首
都
圏
の

旅
行
代
理
店
へ
の
営
業
活
動

や
旅
行
商
談
会
に
参
加
し
、

県
や
近
隣
市
町
村
と
連
携
し

な
が
ら
広
域
的
に
当
町
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
ツ
ア
ー
誘
致
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

緑
川　
越
代
の
サ
ク
ラ
ま
つ

り
・
県
地
域
創
生
総
合
支
援

事
業
に
よ
る
鮫
川
沿
い
の
花

見
企
画
等
に
お
け
る
入
込
者

数
と
、
関
連
に
よ
る
期
間
中

の
道
の
駅
ふ
る
ど
の
利
用
者

数
は
。

町
長　
越
代
の
サ
ク
ラ
ま
つ

り
に
つ
い
て
は
２
万
人
、
鮫

川
河
川
沿
い
の
馬
車
運
行
の

イ
ベ
ン
ト
に
５
０
０
人
、
道

の
駅
ふ
る
ど
の
利
用
者
数
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

中
６
千
７
６
３
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

緑
川　
三
株
高
原
に
お
け
る

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

計
画
は
。

町
長　
県
の
交
流
施
設
基
盤

整
備
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
三
株
の
わ

ら
び
園
周
辺
に
駐
車
場
お
よ

び
ト
イ
レ
・
遊
歩
道
を
整
備

す
る
も
の
で
、
今
年
の
夏
頃

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、
整

備
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

緑
川　
憩
い
の
森
公
園
に
お

け
る
観
光
創
生
計
画
は
。

町
長　
今
年
度
の
予
算
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
脇
の
芝
生

遊歩道・トイレ等の整備が進められる三株高原

観光創生が望まれる憩いの森公園

内
に
子
供
向
け
の
遊
具
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
部

分
に
つ
い
て
遊
歩
道
等
が
整

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
な

活
用
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

・「 

高
齢
者
福
祉
施
設

等
の
整
備
計
画
は
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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一 般 質 問一 般 質 問

婚姻や出生の際に発行している記念証

ガラス液体木材使用の私鉄駅ホーム
（東急池上線・戸越銀座駅）

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
岡
部
町
長
も
再
選
さ
れ
、

５
期
目
の
岡
部
町
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
町
は
人
口
減
少
を
止
め
よ

う
と
人
口
増
加
対
策
と
し
、

若
い
世
代
の
定
住
促
進
に
宅

地
造
成
事
業
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
宅
地
造
成
事
業

だ
け
で
は
困
難
が
予
想
さ
れ

町
に
眠
っ
て
い
る
観
光
資
源

を
整
備
し
て
、
交
流
人
口
拡

大
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
小
さ
な
自
治
体
は
、
地
域

活
性
化
で
財
源
を
確
保
し
つ

つ
、
独
自
の
行
政
運
営
す
る

道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
町
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
町

政
は
運
営
か
ら
経
営
と
い
う

方
針
で
進
め
て
行
く
考
え
を

　
町
の
豊
富
な
山
林
資
源
を

活
用
し
、
町
産
材
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
林
業
お
よ

び
木
材
産
業
の
振
興
に
資
す

る
た
め
、
平
成
29
年
３
月
に

「
古
殿
町
大
原
木
材
加
工
施

設
条
例
」
を
制
定
し
、
古
殿

町
松
川
の
木
材
加
工
施
設
に

バ
イ
オ
乾
燥
機
と
強
靱
化
木

材
製
造
用
プ
ー
ル
を
設
備
し

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
試

験
運
用
か
ら
本
格
的
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
加
工
施
設
の
利

用
が
少
な
く
、
加
工
施
設
で

乾
燥
し
た
杉
材
は
期
待
し
た

ほ
ど
流
通
せ
ず
、
販
路
拡
大

を
模
索
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
町
の
木
材
産
業
が
活
性

化
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

株
主
投
資（
寄
附
）で
観
光
事
業
を
整
備
す
る
考
え
は

必
要
性
や
効
果
を
検
討
検
証
し
た
い

述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

藁
谷　
「
ご
当
地
婚
姻
届
」
と

「
ご
当
地
出
生
届
」
を
作
成

し
、
若
い
世
代
の
定
住
と
子

育
て
支
援
す
る
た
め
に
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
考

え
は
。

町
長　
現
在
、
当
町
で
は
全

国
統
一の
標
準
書
式
を
用
い

て
い
る
た
め
、
町
独
自
の
様

式
は
作
成
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
本
年
５
月
１
日
か
ら

「
出
生
届
」
ま
た
は
「
婚
姻

届
」
を
当
町
で
受
理
し
た
方

に
対
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

を
添
え
た
記
念
証
を
発
行
す

る
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

藁
谷　

株
主
と
い
う
投
資

（
寄
附
）
で
、
駒
ヶ
城
と
竹

貫
城
の
整
備
、
さ
く
ら
街
道

と
鮫
川
河
川
敷
整
備
、
ミ
ニ

モ
ノ
レ
ー
ル
や
四
輪
バ
ギ
ー

コ
ー
ス
整
備
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
を
整
備
し
て
、

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
考
え

は
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

特
定
の
事
業
に
特
化
し
た
財

　
町
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
町

政
は
運
営
か
ら
経
営
と
い
う

方
針
で
進
め
て
行
く
考
え
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

藁
谷　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
、
木
材
加
工
品
を
加

ガ
ラ
ス
液
体
で
木
材
の
強
度
を

高
め
流
通
拡
大
す
る
考
え
は

薬
剤
を
浸
透
さ
せ
た

「
強
靱
化
木
材
」
を
生
産
し
て
い
る

町
長

町
長

え
る
考
え
は
。

町
長　
町
内
の
木
材
加
工
品

に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
作
品
や
食
器
類

な
ど
を
制
作
し
て
い
る
方
が

お
り
、
返
礼
品
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

藁
谷　
町
の
木
材
加
工
施
設

で
、
ガ
ラ
ス
液
体
を
使
用
し

木
材
の
強
度
な
ど
高
め
た
付

加
価
値
を
つ
け
て
流
通
拡
大

す
る
考
え
は
。

町
長　
ガ
ラ
ス
液
体
に
よ
る

木
材
の
強
度
化
に
は
取
り
組

ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
町
で

は
現
在
、
木
材
加
工
施
設
に

お
い
て
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
た

「
強
靱
化
木
材
」
を
生
産
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

源
の
確
保
を
検
討
し
な
が
ら

事
業
の
必
要
性
や
効
果
を
検

証
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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重要な福祉施設として整備されるコスモス荘

町長と直接話ができる町長談話室

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
私
は
こ
れ
ま
で
具
体
的
な

質
問
と
と
も
に
、
考
え
方
や

取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
多

く
の
時
間
を
費
や
し
て
き
ま

し
た
が
、
か
み
合
っ
た
答
弁

に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
が
取
り
組
む

課
題
は
、
な
ぜ
取
り
組
む
の

か
が
重
要
な
観
点
で
す
。
そ

こ
で
考
え
方
や
方
向
性
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
面
も
含
め

て
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

岡
部　
第
１
点
目
、
町
民
の

目
線
を
「
な
に
」
と
捉
え
て

い
る
の
か
。

　
第
２
点
目
、
町
民
の
目
線

に
立
っ
た
町
政
と
は
具
体
的

に
な
に
を
指
す
の
か
。

　
第
３
点
目
、
町
民
と
の
対

話
を
大
切
に
し
た
町
政
運
営

の
在
り
方
は
。

町
長　
全
て
私
の
基
本
的
政

治
姿
勢
で
す
。

岡
部　
第
４
点
目
、
町
民
と

の
対
話
と
「
町
長
と
の
談
話

の
日
」
と
の
関
連
は
。

　
第
５
点
目
、
町
民
と
の
談

話
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
施
策

は
な
に
か
。

町
長　
町
民
と
の
対
話
を
通

じ
た
要
望
や
指
摘
を
い
た
だ

　
次
の
事
柄
に
つ
い
て
町
民

か
ら
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
何
か
考
え
て
い
る
の
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
次
の
項
目
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

岡
部　
町
内
河
川
の
堆
砂
除

去
の
見
通
し
は
。

町
長　
鮫
川
お
よ
び
九
竜
川

に
つ
い
て
は
、
堆
砂
除
去
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

も
実
施
す
る
旨
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
河
川
に

つ
い
て
も
、
県
と
の
意
見
交

い
た
中
で
参
考
に
し
て
い
ま

す
。

岡
部　
町
に
と
っ
て
山
積
み

の
重
要
課
題
と
は
な
に
か
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
福
祉
の
充

実
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 

岡
部　
行
政
の
運
営
か
ら
経

営
へ
の
変
化
と
は
な
に
か
。

町
長　
行
政
を
運
営
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
も
求
め
ら

れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
今

後
は
更
に
そ
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

岡
部　
地
方
創
生
は
町
お
こ

し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
つ
な
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
町
づ
く
り
、
考
え
方
と
方
向
性
は

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
は

町
民
と
の
対
話
を
通
じ
た
要
望
や
指
摘
を
参
考
に

実
施
し
て
い
る
事
業
を
継
続
し
ま
す

町
長

町
長

・「 

町
民
に
と
っ
て
の
日

常
生
活
安
全
意
識

と
危
機
管
理
の
在

り
方
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問

て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
部　
就
学
援
助
１
万
円
の

引
き
上
げ
は
ど
う
対
処
し
た

の
か
。

換
会
等
で
実
施
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

岡
部　
イ
ノ
シ
シ
対
策
で
の

臨
時
職
員
対
応
は
。

町
長　
現
在
、
非
常
勤
の
特

別
地
方
公
務
員
と
し
て
、
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を

23
名
の
方
に
お
願
い
し
て
お

り
、
臨
時
職
員
に
代
わ
る
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
住
ま
い
と
暮
ら
し
へ

の
支
援
事
業
で
今
後
の
支
援

策
は
。

町
長　
引
き
続
き
、
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

町
長　
国
の
支
給
制
度
が
４

月
１
日
で
改
正
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
に
準
じ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
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今年度に取り替えられる防災行政無線戸別受信機

佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

　
町
で
は
第
７
次
振
興
計
画

を
策
定
中
で
、
今
後
10
年
間

の
振
興
に
あ
た
り
、
複
雑
化

す
る
地
域
課
題
の
解
決
や
多

様
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

地
方
分
権
に
対
応
す
る
た
め

に
、
協
働
で
の
町
づ
く
り
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な

町
づ
く
り
の
目
標
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
方
策
を
明
確
化

し
、
計
画
的
か
つ
持
続
的
と

な
る
指
針
を
策
定
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
第
７
次
振

興
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

佐
藤　
第
６
次
振
興
計
画
の

検
証
、
評
価
を
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
い
く
の
か
。

町民ワークショップの様子

町
長　
定
性
的
評
価
を
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
分

析
し
た
上
で
、
第
７
次
振
興

計
画
に
反
映
し
ま
す
。

佐
藤　
第
６
次
振
興
計
画
を

策
定
し
た
平
成
22
年
と
は
町

の
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
か
。

町
長　
人
口
が
減
少
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

行
政
主
導
か
ら
、
住
民
と
行

政
が
協
働
し
て
地
域
を
形
成

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
第
７
次
振
興
計
画
で

重
要
な
施
策
と
な
る
構
想
は

あ
る
か
。

町
長　
基
本
構
想
の
原
案
を

作
成
中
で
あ
り
、
重
要
な
施

策
は
今
後
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

佐
藤　
国
と
県
の
制
度
改
革

に
よ
り
、
大
き
く
変
わ
る
こ

と
は
あ
る
か
。

町
長　
現
行
制
度
お
よ
び
今

後
の
動
向
を
反
映
し
ま
す
が

策
定
段
階
で
は
、
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

佐
藤　
施
策
を
実
施
し
、
検

証
を
行
う
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
施
策
に
妥
当

性
が
あ
る
か
検
証
し
、
よ
り

良
い
方
向
に
見
直
し
を
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
。

　
町
で
は
現
在
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
と
、
今
後
の
運

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
運
用
は
。

町
長　
役
場
の
親
局
、
鎌
倉

岳
の
中
継
局
、
古
殿
分
署
の

遠
隔
操
作
局
の
機
材
設
置
は

ほ
ぼ
完
了
し
、
現
在
、
屋
外

子
局
の
更
新
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
間
も
な
く
、
各
世

帯
の
戸
別
受
信
機
の
取
り
替

え
を
行
い
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
振
興
計
画
の
策
定
を

町
の
現
状
を
踏
ま
え
て
策
定
し
ま
す町長

防
災
行
政
無
線
の
運
用
時
期
は

令
和
２
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す町長

　
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
３

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
工
事
に
大
き
な
変
更

は
な
い
か
。

町
長　
大
き
な
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

佐
藤　
運
用
に
つ
い
て
は
今

ま
で
通
り
か
。

町
長　
基
本
的
に
は
、
現
行

ど
お
り
の
運
用
を
考
え
て
い

ま
す
。

町
長　
計
画
が
形
骸
化
し
な

い
よ
う
に
、
計
画
を
軸
に
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
例

を
参
考
に
、
現
状
に
合
っ
た

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

佐
藤　
第
７
次
振
興
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、
町
民

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
住
民
か
ら
の
意
見
を

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
収

集
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
意
見
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
は
作
成
中

で
あ
る
基
本
構
想
の
構
成
要

素
と
し
て
反
映
し
ま
す
。
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佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
人
口
減
少
は
、
ど
こ
の
自

治
体
も
共
通
の
課
題
で
あ
り

先
取
り
し
た
施
策
が
求
め
ら

れ
、
競
争
激
化
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
わ
が
町
も
定
住
促
進
対
策

と
し
て
、
本
年
度
よ
り
宅
地

分
譲
に
着
手
し
ま
す
が
、
町

内
定
住
者
は
も
と
よ
り
、
町

外
か
ら
の
移
住
対
策
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
先
月
、
東
京
に
あ
る
、
都

会
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
希

望
す
る
人
達
を
支
援
す
る
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
研

修
し
ま
し
た
。
地
方
へ
の
移

地方暮らしセミナー開催の様子

若
者
移
住
の
推
進
を

効
果
的
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
協
議町長

住
相
談
は
近
年
、
団
塊
世
代

か
ら
若
者
世
代
に
変
化
し
、

30
歳
前
後
の
若
者
相
談
件
数

は
、
10
年
前
か
ら
す
る
と
50

倍
以
上
と
聞
き
ま
し
た
。
地

方
に
飛
び
込
む
若
者
が
求
め

る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
が
、

今
後
の
課
題
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
と
情
報
を
密
に
連
携
し

最
大
活
用
す
る
こ
と
で
成
果

が
上
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

佐
川　
セ
ン
タ
ー
と
、
管
内

一
素
晴
ら
し
い
わ
が
町
の
子

育
て
支
援
等
の
情
報
共
有
は

あ
る
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
あ

り
ま
せ
ん
。

佐
川　
空
き
家
情
報
の
発
信

は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
活
用

で
き
る
物
件
が
な
い
た
め
、

情
報
発
信
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

佐
川　
現
職
に
こ
だ
わ
ら
ず

幅
広
い
分
野
で
の
職
場
希
望

が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

働
く
場
所
づ
く
り
は
ど
う
考

え
る
か
。

町
長　
町
内
に
は
働
く
場
所

は
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

佐
川　
国
県
の
支
援
を
活
用

し
て
、
セ
ン
タ
ー
と
の
協
議

を
重
ね
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
若
者
移
住
推
進
の
考
え

は
。

町
長　
今
後
、
古
殿
町
が
主

体
と
な
る
効
果
的
な
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

移住相談の流れ（例）資料は「ふるさと回帰支援センター」より提供

セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
・
訪
問

地
方
・
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
る

移住にあたって
の優先順位・移
住後のライフプ
ランの立て方等
をアドバイス

移
住
決
定

仕
事
探
し

現
地
へ
の
訪
問

（
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
）

移住体験住宅
（お試し住宅）

移住先が決まるまで繰り返し

移
住
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加

自
治
体
へ
の

紹
介

住
宅
探
し

情
報
収
集

（
雑
誌
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
）
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一 般 質 問一 般 質 問

Q　平成２８年９月一般質問から
防災行政無線のデジタル化テーマ

A　町長答弁

　防災行政無線のデジタル化は。

　デジタル化に移行する計画です。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.46

現在運用中のアナログの防災行政無線

平成30年度から、防災行政無線の
デジタル化に向けて工事が行われ
ています

　機材の不具合による雑音や聞きづらい点が解消
されます。
　デジタル化にすることで双方向の通信が可能と
なり、端末で写真や動画を撮影して庁内で確認し
たり、詳細な雨量情報が把握できます。
　令和2年3月より、運用を開始します。

より便利で安心安全になるんだね！

その後の
対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

工事が完了した中継局
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み ん な の ペ ー ジ

＊�いつ頃、どのような経過で発足しましたか。

＊�どのような活動をしていますか。

＊�今後は、どんな活動を考えていますか。

　平成10年に、町消防団分団長を退任された11名から成る分団長仲間です。退団した年度から命
名した「平成壱〇会」は、発足して20年経過した現在も年に数回の作業を実施し、懇親を深めて
います。

　発足時に30本のツツジを越代のサクラ付近で記念植樹し、一輪でも多くの花を咲かせたいと思
い、草刈・剪定作業、肥料の追肥等を含め年に数回の作業を実施しています。

　越代のサクラに、遠方から足を運んでくれる人、また通る人々が心癒される風景づくりに、会員
一丸となり取り組んでいきたいです。
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w
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n.furudono.fukushim
a.jp/ “町政を知るよい機会”

議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.39

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

９月上旬

　　　　今回紹介するのは、「平
へい
成
せい
壱
いち
〇
まる
会
かい
」 の皆さんです。 

会長の大竹鋭行さん

会員の皆さん

会員の皆さんで植樹を行ったツツジ 年に数回行われる草刈り


